
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

報
道
（
日
経
５
月
31
日
付
）
に

よ
る
と
政
府
は
、
国
・
自
治
体
が

公
共
工
事
や
物
品
調
達
を
発
注

す
る
際
に「
買
い
た
た
き
」が
な
い

か
を
中
小
企
業
14
万
社
に
聞
き

取
る
。評
判
の
悪
い
省
庁
や
自
治

体
は
公
表
し
、
適
切
な
価
格
転
嫁

を
促
す
と
の
こ
と
。

　
「
取
引
調
査
員
（
取
引
Ｇ
メ

ン
）」も
一
千
人
体
制
で
、
価
格
交

渉
や
転
嫁
な
ど
の
適
正
取
引
の
取

り
組
み
を
、
全
市
区
町
村
に
も
自

己
点
検
さ
せ
る
と
い
う
。

　

昨
年
の
価
格
交
渉
促
進
月
間

（
９
月
）
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査

結
果（
30
万
社
対
象
）で
は
、
官
公

需
で
の
価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
の

状
況
は
、
価
格
交
渉
不
要
が
約
６

割
、
価
格
転
嫁
不
要
が
約
４
割
と

い
う
回
答
。こ
の
調
査
で
、１
次
請

け
以
下
、
２
次
・
３
次
・
４
次
と

順
次
、転
嫁
率
が
低
下
し
て
い
る
。

本
年
１
月
１
日
、
中
小
受
託
取
引

適
正
化
法
（
取
適
法
）
が
施
行
さ

れ
た
が
、
広
く
法
の
趣
旨
の
実
効

が
上
が
る
よ
う
、ま
ず「
隗
よ
り
始

め
よ
」と
い
う
こ
と
か
。（
髙
）
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（1）

（毎月の購読料は会費に含まれています）

　

米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
空
爆
か
ら
始
ま
っ
た
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
閉

鎖
は
、
原
油
価
格
高
騰
で
世
界
経
済
を
大
混
乱
に
陥
れ
た
。日
本
国
内
は

ナ
フ
サ
不
足
で
各
種
資
材
が
急
騰
、供
給
不
足
も
深
刻
で
、企
業
存
続
の

危
機
に
直
面
す
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
も
生
じ
て
い
る
。政
府
は
、
野

党
の
強
い
要
求
で
中
東
対
策
の
補
正
予
算
を
成
立
さ
せ
た
が
、審
議
時
間

が
少
な
く
使
途
を
示
し
て
い
な
い
。国
会
審
議
の
最
前
線
に
立
つ
参
議
院

議
員
の
徳
永
エ
リ
道
商
工
連
盟
会
長
（
立
憲
民
主
党
政
務
調
査
会
長
）

に
、緊
急
の
投
稿
を
い
た
だ
い
た
の
で
紹
介
す
る
。

 

ホ
ル
ム
ズ
危
機
で
世
界
経
済
大
混
乱 

ナ
フ
サ
不
足
対
策
不
十
分
で
政
府
に
不
満

築
資
材
、部
材
が
入
手
で
き
ず
、ま

た
、
短
期
間
で
価
格
が
上
昇
す
る

た
め
、
仕
事
の
発
注
が
あ
っ
て
も
、

相
見
積
も
り
も
作
成
で
き
な
い
、い

つ
資
材
を
入
手
で
き
る
か
わ
か
ら

な
い
の
で
仕
事
を
受
け
ら
れ
な
い
、

こ
の
ま
ま
で
は
倒
産
し
か
ね
な
い
、

そ
ん
な
声
が
た
く
さ
ん
届
い
て
い

ま
す
。で
す
か
ら
、
６
月
５
日
、
成

　

中
東
情
勢
が
い
ま
だ
不
透
明
な

中
で
、
政
府
は「
原
油
は
確
保
で
き

た
、
ナ
フ
サ
は
足
り
て
い
る
。流
通

上
の
目
詰
ま
り
だ
」と
説
明
し
て
い

ま
す
が
、原
油
は
、国
家
備
蓄
と
民

間
備
蓄
の
場
所
と
量
を
詳
細
に
把

握
し
て
い
ま
す
が
、
ナ
フ
サ
に
つ
い

て
は
、専
用
国
家
備
蓄
が
な
く
、在

庫
供
給
は
民
間
中
心
で
、ど
こ
ま
で

政
府
が
量
を
把
握
で
き
て
い
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
。い
く
ら
あ
る
と

い
っ
て
も
現
場
に
は
無
い
の
で
す
。

　

建
設
関
係
の
現
場
が
特
に
厳
し

く
、政
府
の
認
識
と
乖
離（
か
い
り
）

し
て
い
ま
す
。シ
ン
ナ
ー
や
塗
料
、

断
熱
材
、
防
水
シ
ー
ト
な
ど
の
建

　北海道商工連盟と同協同組合の令和８年

度定期総会・同通常総会を下記の日程で開

催しますので多数ご出席ください。

午前 10時～ 12 時
ホテルポールスター札幌　（札幌市中央区北 4西 6）

６月23日（火）

定期総会・通常総会のお知らせ

北
海
道
商
工
連
盟

会　

長　

徳　

永　

エ　

リ

補
正
予
算
は
使
い
道
不
明
の
予
備
費
扱
い

緊
急
国
会
報
告

（
参
議
院
議
員
）

か
い



（２）

立
し
た
、
政
府
の
令
和
８
年
度
補

正
予
算
の
中
身
、
ど
ん
な
支
援
が
示

さ
れ
る
の
か
、
期
待
し
て
い
た
方
々

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
３
・
１
兆
円
規
模
の

補
正
予
算
の
97
％
が
予
備
費
「
今

後
へ
の
万
全
の
備
え
」と
し
て
い
て
、

具
体
的
な
施
策
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、政
府
の
判
断
で
、何
に
、ど
ん

な
対
策
が
採
ら
れ
る
の
か
、全
く
分

か
ら
な
い
予
備
費
で
は
不
安
を
払

拭（
ふ
っ
し
ょ
く
）す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
立
憲
民
主
党

は
、以
下
の
修
正
案
を
提
出
し
ま
し

た
。

① 

低
所
得
・
子
育
て
世
帯
へ
の
給

付
。

② 

公
定
価
格
で
収
入
が
決
ま
る
医

療
・
介
護
・
障
害
福
祉
分
野
な
ど

へ
の
経
済
支
援
。

③ 

雇
用
調
整
助
成
金
の
要
件
緩

和
や
助
成
率
の
引
き
上
げ
。

④ 

中
小
企
業
に
対
す
る
金
融
支
援

と
し
て
、
既
存
債
務
の
返
済
猶
予
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
貸
し
付
け

の
要
件
の
緩
和
な
ど
金
融
支
援
の

実
施
。

　

私
も
予
算
委
員
会
で
質
問
に
立

　

ナ
フ
サ
不
足
に
よ
る
化
学
製
品

の
影
響
は
す
ぐ
に
表
面
化
し
て
、建

設
資
材
の
断
熱
材
や
樹
脂
サ
ッ
シ
、

配
管
材
な
ど
が
高
騰
、
供
給
が
滞

る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
工
事
が

止
っ
た
り
、相
見
積
も
り
が
出
せ
ず

仕
事
が
受
注
で
き
な
い
と
い
う
事

態
も
発
生
し
て
い
る
。

　

資
材
不
足
は
医
療
現
場
で
も
見

ら
れ
、ゴ
ム
手
袋
や
注
射
器
、透
析

に
必
要
な
チ
ュ
ー
ブ
類
な
ど
使
い

捨
て
の
部
材
の
供
給
が
心
配
さ
れ

て
い
る
。

ど
れ
だ
け
不
足
し
て
い
る
の
か
？

　

こ
の
ナ
フ
サ
、
ど
れ
だ
け
不
足
し

て
る
の
だ
ろ
う
。エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

を
専
門
に
扱
う
「
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
統
計
」

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

ち
、「
総
理
、予
備
費
を
修
正
し
て
、

予
算
に
紐
（
ひ
も
）
づ
い
た
具
体
的

な
施
策
を
実
施
し
ま
せ
ん
か
？
」

と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、一
顧
だ
に

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

行
政
は
、い
つ
も
何
か
起
き
て
か

ら
動
き
ま
す
。遅
す
ぎ
ま
す
。

　

日
本
の
経
済
を
強
く
す
る
と
い

う
の
な
ら
、
大
企
業
に
ば
か
り
目
を

向
け
ず
、中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

経
営
を
守
り
、
支
え
る
べ
き
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
了
）

中
東
情
勢 

道
内
経
済
へ
の
影
響
甚
大

建
設
、医
療
、運
輸
、製
造
業
、農
林
漁
業
…

に
よ
る
と
、「
製
油
所
製
品
在
庫
」

は
、
最
新
の
２
０
２
６
年
４
月
末

で
91
万
４
９
６
５
キ
リ
ッ
ト
ル

（
kl
）。

　

過
去
の
平
均
は
約
１
０
７
万
kl

で
、
14
％
程
少
な
い
が
、
こ
の
数
字

な
ら
、
急
激
な
枯
渇
で
は
な
い
と
い

う
。

　

日
本
の
ナ
フ
サ
輸
入
元
は

①
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
26
・
５
％

②
カ
タ
ー
ル
19
・
２
％

③
ク
ウ
ェ
ー
ト
15
・
７
％

④
韓
国
13
・
３
％

⑤
ペ
ル
ー
10
・
２
％

⑥
イ
ン
ド
４
・
７
％

⑦
ア
メ
リ
カ
４
・
４
％

⑧
バ
ー
レ
ー
ン
３
・
４
％

で
あ
る
。中
東
だ
け
で
約
65
％
を
占
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め
る
。

　

今
後
、
増
加
の
余
地
が
あ
る
の

は
、
韓
国
、ペ
ル
ー
、
米
国
、イ
ン
ド

が
実
績
も
あ
っ
て
有
力
だ
と
い
う
。

特
に
、
精
製
能
力
が
高
く
、
日
本
向

け
石
油
製
品
の
輸
出
実
績
が
あ
る

韓
国
は
輸
送
距
離
も
近
い
の
で
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、中
東
依
存
度
を
下
げ
る
た

め
米
国
や
ペ
ル
ー
な
ど
も
視
野
に

入
れ
る
。た
だ
、
他
国
も
中
東
以
外

を
求
め
る
こ
と
か
ら
、
量
は
何
と
か

確
保
で
き
て
も
、
価
格
上
昇
は
避
け

ら
れ
な
い
。

国
内
の
ナ
フ
サ
供
給
事
業
者

　

日
本
で
ナ
フ
サ
の
扱
い
量
の
ト
ッ

プ
は
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
で
国
内
ナ
フ
サ

供
給
の
40
〜
45
％
を
占
め
る
と
い

う
。後
の
順
番
は
推
計
。

① 

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

② 

出
光
興
産

③ 

コ
ス
モ
石
油

④ 

富
士
石
油

⑤ 

三
菱
商
事

⑥ 

三
井
物
産

⑦ 

伊
藤
忠
商
事

⑧ 

住
友
商
事

⑨ 

丸
紅

と
商
社
が
続
き
、
こ
れ
に
石
油
化

学
メ
ー
カ
ー
や
外
資
系
証
券
会
社

も
顔
を
出
す
。

ナ
フ
サ
不
足
が
最
初
に
来
る
業
界

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
る
と
、

全
国
の
主
要
な
石
油
化
学
製
品
メ

ー
カ
ー
52
社
か
ら
直
接
・
間
接
的

（
二
次
取
引
ま
で
）
に
ナ
フ
サ
関
連

製
品
を
仕
入
れ
て
い
る
道
内
の
製

造
業
は
、
１
５
１
４
社
に
の
ぼ
る
。

こ
れ
は
道
内
の
集
計
可
能
な
製
造

業
全
体
の
約
３
割
を
占
め
、
中
東

情
勢
の
混
乱
に
伴
う
ナ
フ
サ
価
格

高
騰
や
供
給
不
安
が
、
広
範
囲
な

企
業
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
分
る
。

そ
の
中
で
、ナ
フ
サ
不
足
時
に
最
初

に
影
響
が
出
る
の
は
次
の
分
野
だ
。

① 

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
品
製
造（
包

装
・
容
器
・
フ
ィ
ル
ム
）は
、
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
や
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
製
品
の

製
造
。道
内
は
食
品
加
工
が
多
い

の
で
包
装
材
の
需
要
が
大
き
い
）

② 

建
材（
断
熱
材
、塩
ビ
管
・
住
宅

資
材
）北
海
道
は
住
宅
断
熱
材
の
需

要
が
高
い
。塩
ビ
は
ナ
フ
サ
由
来
の

製
品
で
建
設
業
に
欠
か
せ
な
い
。

③ 

塗
料
・
接
着
剤
・
イ
ン
キ
は
、

溶
剤
の
シ
ン
ナ
ー
な
ど
は
ナ
フ
サ

由
来
。印
刷
、
食
品
包
装
、
建
設
で

使
用
。

④ 
物
流
・
小
売
（
包
装
材
不
足
）

食
品
包
装
材
が
不
足
す
る
と
、
ス

ー
パ
ー
・
物
流
セ
ン
タ
ー
の
運
用

に
影
響
す
る
、

⑤ 

農
業
（
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
・
農

業
資
材
）
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
は
ナ

フ
サ
由
来
。北
海
道
の
農
業
に
欠

か
せ
な
い
。

⑥ 

医
療
・
介
護（
使
い
捨
て
用
品
）

手
袋
、チ
ュ
ー
ブ
、包
装
材
。在
庫
が

尽
き
る
と
影
響
出
る
。（次

ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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中
東
の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
閉
鎖
で

最
初
の
危
機
は
原
油
価
格
の
高
騰

だ
っ
た
。で
も
国
家
備
蓄
も
あ
り
、

戦
闘
は
長
く
続
か
な
い
と
い
う
予

測
も
あ
っ
た
。日
本
は
補
助
金
な
ど

で
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
１
７
０
円
台

に
維
持
し
た
た
め
、
大
き
な
騒
ぎ

に
な
ら
な
か
っ
た
。し
か
し
、
ナ
フ

サ
不
足
は
建
設
業
や
医
療
現
場
で

物
資
高
騰
入
手
困
難
の
事
例
が
発

生
し
て
影
響
は
深
刻
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
閉
鎖
は

物
流
を
停
滞
さ
せ
、
世
界
的
な
肥

料
不
足
が
露
見
し
た
。

ア
メ
リ
カ
農
業
が
収
量
減
少
へ

　

米
国
で
は
肥
料
価
格
が
急
騰

し
、
農
家
の
約
70
％
が
必
要
量
を

購
入
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い

る
。こ
れ
に
よ
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か

ら
肥
料
が
少
な
く
て
済
む
大
豆
へ

の
作
付
け
転
換
、
収
量
低
下
に
よ

る
、
農
家
の
財
務
悪
化
が
広
が
っ
て

い
る
。尿
素
は
前
年
比 +

48
％
。無

水
ア
ン
モ
ニ
ア
が
同 +

39
％
で
、
一

部
肥
料
は 

１
ト
ン
あ
た
り
一
千
ド

ル
超 

に
達
す
る
と
い
う
。

北
海
道
農
業
も
深
刻
な
影
響

　

北
海
道
で
は
乳
牛
の
飼
料
に
な

る
米
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
値
上

　

毎
月
10
日
発
行
の
『
道
商
工

連
』
に
、
宣
伝
物
を
同
封
し
て
、

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無

料
で
届
け
ま
す
。月
末
ま
で
（
12

月
は
20
日
）
に
２
５
０
部
を
道

商
工
連
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

が
り
で
営
農
の
継
続
に
展
望
を
見

い
だ
せ
な
い
と
い
う
酪
農
家
も
出

て
い
る
。

　

ビ
ー
ト
や
小
麦
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は

窒
素
肥
料
依
存
度
が
高
く
、
肥
料

の
高
騰
で
充
分
な
作
付
け
が
で
き

ず
、
収
量
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
、
影

響
は
将
来
に
わ
た
っ
て
免
れ
な
い

た
め
、販
売
価
格
に
上
乗
せ
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、食
料
品
の
値
上
が

り
を
招
く
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
、
農
業
用
ビ
ニ

ー
ル
の
高
騰
や
、
暖
房
用
燃
料
高

騰
も
否
応
な
し
に
降
り
か
か
る
。

　

物
流
を
担
う
運
輸
業
は
人
手
不

足
の
う
え
燃
料
価
格
が
高
騰
し
て

価
格
転
嫁
は
免
れ
な
い
。ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
で
物
流
の
停
滞
を
生
む
心

配
も
ぬ
ぐ
え
な
い
。

　

漁
業
は
、遠
洋
、沖
合
漁
業
が
多

く
、船
の
燃
料
代
、網
や
ロ
ー
プ
、ブ

イ
な
ど
は
ナ
フ
サ
由
来
製
品
で
も

あ
る
。

　

再
審
制
度
を
見
直
す
刑
事
訴
訟

法
改
正
案
の
審
議
が
国
会
で
始
ま

り
ま
し
た
。

 　
後
に
警
察
・
検
察
の
捜
査
が
違

法
と
認
定
さ
れ
、
冤
罪
（
え
ん
ざ

い
）で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
大
川

原
化
工
機
事
件
を
見
れ
ば
、
冤
罪

事
件
は
企
業
経
営
者
に
と
っ
て
も

ひ
と
ご
と
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

立
憲
民
主
党
は
こ
れ
ま
で
、
冤

罪
被
害
者
の
救
済
や
再
審
法
の
見

直
し
、取
り
調
べ
の
改
革
に
向
け
た

取
り
組
み
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。

　

刑
事
訴
訟
法
改
正
案
の
閣
議
決

定
を
受
け
、中
道
改
革
連
合
、チ
ー

ム
み
ら
い
、
共
産
党
の
３
党
は「
刑

事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
」を
衆
院
に
提
出
し
ま
し
た
。

国会報告

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

（
参
議
院
議
員
）

理
事
長　

勝　

部　

賢　

志

冤
罪
撲
滅
へ
再
審
制
度
見
直
し
の
議
論
始
ま
る

　

立
憲
民
主
党
は
衆
院
に
議
席
を

持
た
な
い
た
め
提
出
会
派
と
は
な

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、提
出
に
同
席

し
ま
し
た
。証
拠
開
示
に
つ
い
て
、

政
府
案
で
は
裁
判
所
に
提
示
さ
れ

る
の
に
対
し
て
、
野
党
案
で
は
請
求

人
に
直
接
開
示
さ
れ
、
証
拠
の
目

録
も
提
示
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
弁
護
士
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
活
動
に
支
障
を
来
す
と
の
批

判
が
あ
る
政
府
案
の
、証
拠
の
目
的

外
使
用
の
禁
止
規
定
は
、
野
党
案

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
検
察
官
の
抗
告
禁
止
に

関
し
て
政
府
案
は「
原
則
」禁
止
と

し
て
、
抗
告
へ
の
抜
け
道
を
開
け
て

い
ま
す
が
、野
党
案
で
は
全
面
禁
止

と
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
冤
罪
事
件
の
解
決
に

は
検
察
の
妨
害
を
厳
格
に
封
じ
る

野
党
案
の
成
立
が
不
可
欠
と
考
え

ま
す
。

　

加
え
て
、
悪
名
高
い
「
人
質
司

法
」「
代
用
監
獄
」の
解
消
、自
白
至

上
主
義
の
是
正
、
取
り
調
べ
の
可

視
化
の
範
囲
の
抜
本
的
拡
大
に
よ

り
、
冤
罪
を
未
然
に
防
ぐ
制
度
を

整
備
し
て
い
く
考
え
で
す
。

中
東
危
機
は
肥
料
不
足
も
深
刻

農
林
漁
業
、運
輸
業
、家
計
も
大
変



（５）

Ａ
Ｉ
の
怖
さ
に
気
づ
く
時
遅
し

あ
の
時
も
戦
煽
っ
た
の
は
世
論

児
の
「
な
ん
で
」
み
な
耳
澄
ま
す

電
車
内

ち
ゃ
ん
と
し
て
と
は
云
う
も
の
の

ち
ゃ
ん
て
何

転
が
っ
た
ミ
カ
ン
を
妻
が
ト
ラ
ッ

プ
し

ね
え
ピ
ア
ス
知
ら
な
い
ル
ン
バ
に

問
い
詰
め
る

仲
直
り
呪
文
は
「
ビ
ー
ル
冷
え
て

る
よ
」

結
婚
は
コ
ス
パ
悪
い
と
言
う
息

子性
格
は
一
致
し
な
い
わ
合
わ
す
の

よ語
感
好
き
チ
ャ
ラ
ン
ポ
ラ
ン
の
ア

ン
ポ
ン
タ
ン

「
普
通
は
」
と
な
ん
の
根
拠
も
な

い
基
準

や
ば
い
来
る
こ
む
ら
返
り
が
来
る

ぞ
キ
タ
ー

オ
レ
な
ら
ば
龍
宮
か
ら
は
戻
ら

な
い

バ
ス
に
乗
り
富
士
五
合
目
で
降

り
た
ハ
エ

　
　
　
　
（
毎
日
新
聞「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」よ
り
）

い
く
さ 

あ
お



（６）
　

体
形
や
健
康
の
た
め
に
「
脂
質

は
悪
」
と
避
け
て
い
ま
せ
ん
か
。実

は
そ
れ
、大
き
な
罠（
わ
な
）な
の
で

す
。

　

糖
質
を
控
え
て
脂
質
を
摂
る

と
、体
に
つ
い
た
脂
肪
を
燃
や
せ
る

体
質
へ
と
変
わ
り
ま
す 

。こ
れ
を

「
脂
質
起
動
」
と
呼
び 

ま
す
。人
間

が
飢
餓
を
生
き
抜
く
た
め
、
元
来

持
っ
て
い
る
、
優
れ
た
機
能
の
一
つ

な
の
で
す
。

　

体
を
絞
る
た
め
に
低
脂
質
・
高

タ
ン
パ
ク
な
食
事
を
選
ぶ
方
が
い

ま
す
。し
か
し
、実
は
非
常
に
も
っ
た

い 

な
い
方
法
な
の
で
す
。

　

運
動
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
す

る
と
、
筋
肉
に
な
る
は
ず
の
タ
ン
パ

ク
質
が
燃
え
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

脂
質
を
し
っ
か
り 

摂
る
こ
と
で
、タ

ン
パ
ク
質
が
無
駄
に 

消
え
る
の
を

防
ぎ
、
効
率
よ
く
筋
肉
に
変
え
ら

れ
ま
す
。

　

糖
質
の
過
剰
摂
取
は
血
糖
値
を

乱
高
下
さ
せ
、
体
脂
肪
が
落
ち
な

い
不
本
意
な
体
へ
と
向
か
わ
せ
て

 
ゆ
る
や
か
な
糖
質
制
限
の
ス
ス
メ

脂
肪
が
健
康
な
身
体
を
つ
く
る

健 康

し
ま
い
ま
す
。脂
質
を
摂
取
す
る

と
、
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
ホ

ル
モ
ン
が
働
き
ま
す
。そ
の
結
果
、

体
脂
肪
を
分
解
す
る
力
が
強
ま

り
、疲
れ
に
く
く
痩
せ
や
す
い
体
に

な
り
ま
す
。

　

筋
肉
の
た
め
に
水
で
溶
か
し
た

プ
ロ
テ
イ
ン
を
飲
む
よ
り
も
、
肉
や

魚
、
卵
に
チ
ー
ズ
と
い
っ
た
美
味
し

い
食
事
か
ら
ぜ
い
た
く
に
栄
養
を

摂
る
の
が
一
番
で
す
。

　

糖
質
を
控
え
、脂
質
と
タ
ン
パ
ク

質
を
中
心
に
、
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食

べ
る
。こ
の
緩
や
か
な
糖
質
制
限

「
ロ
カ
ボ
」こ
そ
が
、理
想
の
現
役
ボ

デ
ィ
ー
を
作
り
ま
す
。

　

健
康
診
断
の
結
果
が
悪
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
糖
質
疲

労
に
よ
る
昼
食
後
の
眠
気
も
す
っ

き
り
改
善 

し
ま
す
。脂
質
は
最
も

安
全
で
有
益
な
栄
養
素
。我
慢
を

止
め
て
、
う
ま
い
飯
を
食
べ
、
引
き

締
ま
っ
た
体
を
保
ち
ま
し
ょ
う 

。

　

仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
元
気

に
こ
な
す
た
め
の
新
常
識
で
す
。さ

あ
、
今
日
か
ら
美
味
し
い
肉
や
魚

を
ぜ
い
た
く
に
楽
し
ん
で
、若
々
し

い
体
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
会
社
経
営
に
も
、強

い
体
は
最
高
の
武
器
に
な
る
は
ず

で
す
。脂
質
を
恐
れ
ず
、
賢
く
食
べ

る
。こ
れ
こ
そ 

が
、
現
代
を
生
き
抜

く
真
の
健
康
法
な
の
で
す
。

　

ぶ
よ
ぶ
よ
し
た
体
と
は
決
別

し
、強
靱（
き
ょ
う
じ
ん
）な
現
役
の

背
中
を
取
り
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
の
常
識
を
捨
て
去
り
、美
味

し
く
食
べ
て
健
康
に
な
る
豊
か
な

生
活
を
始
め
ま
し
ょ
う 
。

＊
こ
の
記
事
は
毎
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル（
２

０
２
６
年
４
月
19
日
）「
ゆ
る
や
か
な
糖

質
制
限
の
ス
ス
メ
〜
健
康
の
常
識
・
非

常
識
〜
」を
参
考
に
し
ま
し
た
。


